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１．研究計画の概要 
 慢性の抑うつでは，抑うつ認知に没入する
あまり他者に配慮する余裕を失わせて人間
関係を悪化させ，そのことが再び抑うつ認知
を増強するという心理－社会過程を伴うこ
とが多い。認知行動療法は認知と行動の最適
化を目指すが，抑うつ認知への没頭を軽減す
る治療関係における安心感の効果を活用し
た来談者中心療法の方法および人間観との
組み合わせが望ましいことが研究代表者が
若手研究（B）の助成で行った研究で示唆さ
れた。そこで，この新しい心理療法的アプロ
ーチに関する基礎的な研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）指導者レベルの臨床心理士７名に PAC
分析を用いたインタビューを行い，治療関係
のうまい使い方に関する質的検討を行った
結果，各臨床心理士に共通する要因として，
治療関係の形成において情緒的な交流とク
ライエントへのセラピスト側の配慮に関連
するクラスターが見出されることがわかっ
た。一方で，関係形成後の展開に影響する治
療関係への配慮は影響を受けたとする学派
によって傾向が異なる可能性が示唆された。 
（２）標準化した表情刺激を作成し，T.Millon
の類型化したパーソナリティのスタイルに
よる各刺激への情動反応の違いを検討した
ところ，同一の表情刺激を用いても，その表
情への反応はパーソナリティによって異な
ることが示唆された。このことから，セラピ
ストの態度が同じであってもその態度から
クライエントが受け取るセラピストの情緒
はクライエントのパーソナリティによって
異なる可能性が示唆されたと考えられる。 
（３）来談者中心的認知行動療法の手続きか

ら，認知再構成法とセラピストの態度に関す
る部分を体系化して，グループで実施できる
プログラムを構成した。抑うつ傾向を改善し
たいという希望を持つ学生を募り準臨床群
を設定し，当該プログラムを施行するグルー
プワークを行い，効果検討を行ったところ，
本プログラムは被受容感を高める効果があ
ることが示唆された。自由記述から効果要因
を検討すると，グループメンバーの来談者中
心療法的な態度の効果への言及が多く，来談
者中心療法の治療的態度の有効性が示唆さ
れたと言える。 
（４）本心理療法を活用した臨床群に対する
事例研究を実施し，日本心理臨床学会，日本
心理学会などの学術団体の大会で議論を行
った。 
（５）基礎理論をさらに生成するために，中
心概念である被受容感と C.Cloninger理論に
おけるパーソナリティの７因子，および自己
本来感，自尊感情，自己開示の関係を検討す
る質問紙調査を行った。結果は解析中である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
 事例研究および質問紙調査は協力者が予
想以上に集まったこともあり，当初の計画以
上に進んだ。一方で 2008 年のタイ国の政情
不安定のため，同年同地で予定していた調査
が行えず，２．（１）において国内の臨床心
理士 からの資料で研究を行うことになった。
しかし，資料の一部欠損はあったものの研究
そのものはおおむね順調に進んでおり，来談
者中心的認知行動療法のガイドラインの作
成に向けて展開していると考えられる。 
 

機関番号：32702 

研究種目：若手研究（A） 

研究期間：2008～2011 

課題番号：20683007 

研究課題名（和文） 慢性抑うつの来談者中心的認知行動療法の基礎研究 

 

研究課題名（英文） The basic study about client centered cognitive behavior therapy 

for chronic depression. 

研究代表者 

杉山 崇（Sugiyama Takashi） 

神奈川大学・人間科学部・准教授 

研究者番号：40350821 



 

 

４．今後の研究の推進方策 
 ２．（４）をさらに進めるために臨床的な
事例研究を進めるとともに，成果の公表を行
う。また（１）も対象者の幅を拡げることで，
さらに信頼できる資料にするように善処す
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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